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薬剤師を求めるための試験内容になっていく

ことは、火を見るよりも明らかだ。“薬局に

閉じこもり、処方せん通りにただ調剤だけを

こなしていればいい薬剤師”が現在の医療現

場で求められていないのと同じように、“過

去問題の暗記だけの勉強方法”は現在の薬剤

師国家試験には求められていない。どちらも

“薬世界に長い間巣食っていた悪しき因習”

にほかならない。

「求められているのは“自らの知識と意志

で医療に貢献できる薬剤師”」、これが今後の

薬剤師国家試験のキーワードであることは間

違いないだろう。

全体としての難易度は高くない。有機

化学は例年になく易しく、基本を理解し

ていれば解ける問題が多い（これは今回

の国家試験全般に言えること）。ただし、

科目を越えた出題は例年になく多くなっ

ている。例えば、従来は生化学で問われ

るビタミン、グルタチオンの化学的性質

や、リン脂質に関することが有機化学の

範囲で出題されていたりする。生薬の生

合成が構造式の組み合わせで出題されて

いたり、ゲノムや癌遺伝子といった内容

が問われていたり、今までとは異なるタ

イプの問題もいくつか目に付く。

＜基礎薬学＞

いつもより過去問題が多く、いくつか

の過去問題（それも典型的な問題）を組

み合わせて作成した問題も多い（これも

今回の国家試験全般に言えること）。さ

らに10～20年前の古い過去問題も出題さ

れていた。全体的に問われていることは

難しくないが、考えて解かせる問題が多

く、いわゆる衛生薬学の勉強法に良くあ

る「過去問題の暗記」では対処が難しく

なっている。

やはり、過去問題を組み合わせて作成

したような問題が中心。過去問題を理解

していれば易しいが、ただ覚えているだ

けでは厳しい内容である。難易度的には

いつもと変わらないが、昨今の国家試験

の特徴である「日本語の読解力」が解法

に必要だ。

薬理学に関しては、構造活性相関に関

する問題といった、今までとはタイプの

異なる問題や、あまり使用されない薬物

が出題されていた。しかし、全体的には点

数を取りやすい問題が多い。薬物動態学

に関しては、過去問題の延長・アレンジ的

問題が多く、過去問題の内容さえ理解し

ていれば解ける問題がほとんどだった。

治療に関しては難易度的には高く、過

去問題の知識だけだと７割くらいしかカ

バーできない。病態の把握ができていな

ければ解けない高度な問題が多い。薬剤

師業務に関しては例年通りの難易度であ

り、例えば投与日数に関する問題なども

出題されているが、これも２～３年前か

ら毎回出題されている内容。製剤学に関

しても、過去問題を組み合わせた問題が

多い。問232、問233の生物検定の２問は

難易度も高く、面食らった受験者も多か

っただろうが、やはり過去問題の知識だ

けでは解けない問題だった。

共立薬科大学は、東京慈恵医科大学、首都

大学東京、聖路加看護大学と共催で「医療系

学生交流合同セミナー」を３月下旬に開いた。

医学部や薬学部、看護学部などの学生が一堂

に会し、討論するのは初めての試み。当日は

約90人が参加、癌治療に関する２つのケース

スタディについてワークショップ方式の討論

が行われ、医療従事者間の連携の重要性につ

いて認識を深めた。同大学では今後も続ける

方針で、早ければ今夏にも実施する予定。

医療現場ではチーム医療の重要性が認識さ

れているが、相互の職種に対する認識不足や

職種間の壁があることは否定できない。そこ

でその壁が低い学生の段階で、相互交流を進

めることで、チーム医療に対する理解を深め

るというのが狙い。

今回のケーススタディは「抗癌剤の

過剰投与」と、卵巣癌患者を焦点にし

た「患者の意志決定を支援する医療チ

ームのコミュニケーションとは」とい

う２つの事例がテーマに取り上げられ

た。「抗癌剤の過剰投与」では医師の

独断による治療続行や病棟薬剤師の不

在などの問題が示された。また、「卵

巣癌患者の意志決定」では、患者に対

する医師の説明が不親切、他の医療従

事者のサポート不足といった状況が提

示された。

事例紹介の後、小グループに分かれての討

論と、全体討論が行われたが、学生からはい

ずれの事例についても、医療従事者がチーム

を作り、連携しやすい体制を構築して情報を

共有する必要がある――といった意見が目立

った。それぞれ全体討論後には教官から各事

例の問題点や解決策などの解説がされ、より

理解を深めた。

また、金沢大学病院内分泌・総合外科科長

の大村健二氏が「病棟でのチームワーク（Ｎ

ＳＴの場合）」をテーマに基調講演した。病

棟での栄養管理療法につき、同病院の実例を

交えて講演。医師は栄養管理については必ず

しも十分な知識を持ち合わせておらず、管理

栄養士を含めた「Nutrition Support Team」

（ＮＳＴ）構築の重要性を強調。栄養管理に

伴う代謝性合併症の発症率を低下させる――

などチーム医療のメリットを紹介した。

医療従事者間の意思疎通の重要性について討論
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医療系学生交流合同
セミナーを開催


